




【要約】無痛無汗症の死亡例8例を検討した。発症年齢では全例 6歳未満で特に 3歳未満

に多かった。昨年報告のけいれん重積症(SC)後退行 4例も全例 2歳未満で、治療が遅れれ

ば死亡していた可能性がある。1 例以外は病院到着時に Dead On Arrival (DOA)に近い状

態であった。SC を伴う例が多く、本症の乳幼児期では、感染を契機に SC や急性脳症様症

状で急死、ないし重度脳障害を残す例がある事を認識し対処すべきである。


